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令和７年９月２４日（水曜日）決算特別委員会 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  佐  藤  政  人  委員     ３番  野  口  康 一 郎  委員 

   ４番  児  玉     崇  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  安 孫 子  義  徳  委員     ７番  太  田  陽  子  委員 

   ９番  渡  邉  賢  一  委員    １０番  伊  藤  正  彦  委員 

  １１番  古  沢  清  志  委員    １２番  太  田  芳  彦  委員 

  １３番  阿  部     清  委員    １４番  沖  津  一  博  委員 

  １５番  荒  木  春  吉  委員    １６番  後  藤  健 一 郎  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  猪 倉 秀 行  副 市 長 

佐 藤 志津男  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

今 野 育 男  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 東海林   恒  企画戦略課長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  佐 藤 倫 久  
デジタル戦略 
課 長 

小 林 博 之  財 政 課 長  安孫子 廣 美  税 務 課 長 

渡 辺 智 昭  市民生活課長  菊 地 正 博  
防災危機管理 
課 長 

武 田 栄 治  建設管理課長  渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

小 関 光 彦  商工推進課長  後 藤 英 明  
さくらんぼ観光 
課 長 

小 林 弘 之  福祉国保課長  黒 田 美 紀  健康増進課長 

志 鎌 重 美  子育て推進課長  寺 西 里 衣  
会計管理者(兼) 
会 計 課 長 

大 江 幸 範  上下水道課長  山 田 良 一  病 院 副 院 長 

東海林 茂 美  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 

笹 原 泰 治  
スポーツ振興 
課 長  大 沼   勇  監 査 委 員 

佐 藤 耕 治  監 査 委 員  渡 邉   昭  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

髙 橋 良 子  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 
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   決算特別委員会議事日程第２号  第３回定例会 

   令和７年９月２４日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 認第 １号 令和６年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 〃  ６ 認第 ６号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認 

            定について 

 〃  ７ 認第 ７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃  ８ 議第５４号 令和６年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃  ９ 議第５５号 令和６年度寒河江市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １０ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

   閉  会  

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから決算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、認第１号令和６年

度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから、日程第９、議第55号令和６年度寒河江

市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてまでの９案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第10、分科会審査の経過
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並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。月光総務産業分科会委員長。 

  〔月光裕晶総務産業分科会委員長 登壇〕 

○月光裕晶総務産業分科会委員長 総務産業分科

会における審査の経過と結果について御報告申

し上げます。 

  本分科会は、９月10日及び11日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中歳入

全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第

３款の一部、歳出第５款から歳出第９款まで及

び歳出第11款から歳出第13款まで並びに認第６

号、議第54号及び議第55号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、認第１号に

ついては、初めに歳入全部の審査を行い、次に

歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第５款、歳出第７款、歳出第６款、

歳出第11款、歳出第８款、歳出第９款、歳出第

12款、歳出第13款の順で審査することを諮り、

異議なく了承され、そのように審査することに

決しました。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中、歳入全部を

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第１款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第２款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「基金管理事業のふるさと納税で、

不祥事があったにもかかわらず寄附額が増加し

た要因は何か」との問いがあり、当局より「ふ

るさと納税につきまして、ＰＲ業務を強化する

ほかポータルサイトを追加するなど、新たな寄

附者の獲得に向けて取り組んだところでありま

す。また、昨年度につきましては返礼品の米の

申込みが多数あったこともあり、寄附額が令和

６年度は36億円で、令和５年度より４億円ほど

増加しました」との答弁がありました。 

  委員より「市民交通対策費について700万円

ほど支払っているが、見合った需要があるのか。

また、寒河江宮宿線の負担割合は」との問いが

あり、当局より「この路線バスの赤字に対する

補塡の考え方でありますが、寒河江宮宿線であ

れば、寒河江市、大江町、朝日町の３つの自治

体でそれぞれのエリアの路線の距離割で負担を

しております。総延長距離が22.7キロメートル

であり、そのうち、寒河江市が6.35キロメート

ル、大江町5.30キロメートル、朝日町11.05キ

ロメートルとなっております。次に、負担額で

すが、寒河江市は377万5,000円、大江町315万

1,000円、朝日町657万円となっております。こ

の路線の令和６年度の運送人員が約３万7,000

人で、多くは寒河江市内の高校への通学や通院

という利用状況と聞いております」との答弁が

ありました。 

  委員より「結婚支援対策事業について専門業

者に委託して事業を行っているが、その成果

は」との問いがあり、当局より「この事業につ

いては民間への業務委託で、成果連動型での支

払いという契約形態になっております。令和６

年度の実績としましては、婚活イベントの参加

者数は延べ249名、結婚仲介サービス事業者へ

の登録者数が５名となっております。なお、成

婚についての報告はなしという状況になってお

ります」との答弁がありました。 
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  委員より「地域コミュニティ活性化推進事業

補助金について、39事業に対して422万円の決

算だが、どのような事業の申請があったのか」

との問いがあり、当局より「夏祭りに対する支

援のほか、地域の歴史をひもとくような会の活

動や地域のクリーン作戦などの活動費用として

の申請が多くあります。さらに、昨年度は地域

ワークショップを開催しており、この地域ワー

クショップの中でファシリテーターと参加者と

のコミュニケーションを円滑化するために、つ

のだ地域コミュニティ活性化推進基金を活用し

たという実績もあります」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第５款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「雇用対策事業について、東京で開

催された山形合同企業説明会への旅費を出して

いるが、回数と人数は」との問いがあり、当局

より「運営従事の市町村職員派遣ということで、

商工推進課から職員１名を派遣した分の費用で

あります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第７款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「地域経済緊急対策事業の中で、高

圧・特別高圧電気料高騰対策支援金ということ

で2,800万円ほどあるが、何社くらい充当して

いるのか。また、どのような業種が多いのか」

との問いがあり、当局より「対象となりました

のは合計52社で、令和６年の１月から10月まで

の１か月平均で１万キロワットアワー以上の電

力を使用している、もしくは特別高圧の供給を

受けている製造業に限らせていただいておりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「中心市街地活性化推進事業につい

て補助を出しているが、本町のバスケットコー

トの造成に対しての補助金か」との問いがあり、

当局より「株式会社アールテックで総工費

2,142万4,000円ほどかかったということで、そ

れに対する補助という形で出させていただきま

した」との答弁がありました。 

  委員より「観光情報発信事業について、ワン

コインタクシーに364万9,283円の委託料を支出

しているが、利用者数は年間でどれぐらいで、

効果をどのように捉えているか」との問いがあ

り、当局より「ワンコインタクシーについては、

令和６年度の実績は2,050件、3,450名の方から

利用していただいております。ＪＲ利用者など

車で来ていない観光客の皆様から活用していた

だいているので、好評なのではないかと思って

おります。また、宿泊施設から観光地への移動

という利用が多い状況になっているので、これ

も好評をいただいているのではないかと思って

おります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第６款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「有害鳥獣被害防止対策事業につい

て、鳥獣被害対策実施隊の充足状況は。また、

日当に不満の声はないか」との問いがあり、当

局より「現在、25名の実施隊がおり、若い方も

入られています。人数について足りないという

声は聞こえてきておりません。また、金額につ

いて実施隊に確認しておりますが、報酬に対す

る要望はいただいておりません」との答弁があ
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りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第11款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第８款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第１号中歳出第９款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「自動ラップ式トイレ２基を購入し

たとあるが、どういった運用の仕方を考えてい

るのか」との問いがあり、当局より「令和６年

度に県の補助金を100％使用し、災害ボランテ

ィアセンター用として２基購入したものであり

ます。また、令和６年度の繰越事業で６基を西

部地区公民館の防災倉庫へ、主に老人福祉セン

ター、醍醐小学校、西部地区公民館用として配

備したところです。将来的にはできるだけ多く

の指定避難所に配備できるよう検討してまいり

たいと思っております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第12款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第13款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第６号令和６年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第55号令和６年度寒河江市下水道事

業会計利益の処分及び決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、御報告する質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  以上で総務産業分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。野口厚生文教分科会委員長。 

  〔野口康一郎厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○野口康一郎厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本分科会は、９月11日及び12日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、認第１号中、歳

出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出第４

款及び歳出第10款並びに認第２号から認第５号

まで並びに認第７号であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について中、歳出第２款

の一部を議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りました。 
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  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「防犯対策事業について、ＬＥＤ防

犯街路灯を75基新設したとのことだが、そのう

ち中央通りに設置したのは何基か。また、ほか

の場所に設置したものと照度に違いはあるの

か」との問いがあり、当局より「75基のうち40

基を中央通りに、35基をそのほかの町会に設置

しました。照度は中央通りとそのほかの町会に

設置したものでは違いはありません」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第３款の一部を議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「民生委員児童委員活動事業につい

て、本市における委員の充足率はどうなってい

るのか」との問いがあり、当局より「本市の充

足数は、民生委員・児童委員が80名、主任児童

委員が11名の全部で91名となっております。う

ち民生委員・児童委員が１名欠けており、充足

率は約99％となっております」との答弁があり

ました。 

  委員より「西村山広域行政事務組合分担金に

ついて、明鏡荘の入所者数と、そのうち寒河江

市民の数は何名なのか。また、本市の分担金の

分担率はどのくらいか」との問いがあり、当局

より「令和６年度の明鏡荘の入所者数は77名で、

そのうち寒河江市民は29名です。分担金につい

て、本市の分担率は35％です。なお、分担金の

１市４町での負担の考え方としては、平等割

20％、人口割40％、基準財政需要額割40％とな

っております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第４款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「救急医療対策事業の委託料につい

て、休日診療に係るものが主な内容だと思うが、

その詳細は」との問いがあり、当局より「寒河

江市西村山郡医師会へ休日診療を委託している

ものになります。その詳細は、運営委託料が年

間85万4,000円、医療機関への委託料が１日３

万円、年末年始は５万円となっております」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第１号中歳出第10款を議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「小中学校ＩＣＴ活用支援事業の役

務費について、前年度に比べ増額となったが、

その主な要因は」との問いがあり、当局より

「現在利用しているタブレット端末を導入した

際に併せて加入した保険の期間が切れてしまっ

たため、新たに２年間分の保険料として支出し

たことが主な要因です」との答弁がありました。 

  委員より「小学校費の教育振興事業について、

前年度に比べ増額となったが、その主な要因

は」との問いがあり、当局より「４年に一度、

教科書の改訂があり、それに伴い教師用の教科

書や指導書等を購入したことが主な要因です」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第２号令和６年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、御報告する質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  次に、認第３号令和６年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、
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賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、認第４号令和６年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、認第５号令和６年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案を了とするこ

とに決しました。 

  次に、認第７号令和６年度寒河江市立病院事

業会計決算の認定についてを議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「医業収益は増加している一方で経

常損失が発生しており、今後の経営改善の見通

しについてはどのように考えているのか」との

問いがあり、当局より「現在、物価や人件費の

上昇に見合うだけの診療報酬の上昇が見込まれ

ないといった厳しい経営環境の中にあります。

また、新病院開院に向けた協議が進んでいます

が、新病院の開院まで本市の医療に空白をつく

らないよう医療提供体制の維持と効率的な病院

経営の両立を図りながら進めていく考えであり、

各種材料や機材の効率的な調達、運用を行い、

経営改善に努めていきたいと考えております」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で厚生文教分科会における審査の経過と

結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、認第１号令和６年度寒河江市一般会

計歳入歳出決算の認定について、認第２号令和

６年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第３号令和６年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第４号令和６年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第５号令和６年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第６号令和６年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第７号令和６年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定について、以上の７案件を一括し

て採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する各分科会委員長報

告はいずれも原案を了とするものであります。 

  ７案件は各分科会委員長報告のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第５号、認第６号及び認第７号の７

案件は原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第54号令和６年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について及び議
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第55号令和６年度寒河江市下水道事業会計利益

の処分及び決算の認定についての２案件を一括

して採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する分科会委員長報告

はいずれも原案を了とするものであります。 

  ２案件は分科会委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第54号及び議第55号は原案のとお

り可決及び認定すべきものと決しました。 

 

   閉    会     午前９時５６分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって決算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

決算特別委員会臨時委員長  荒 木 春 吉 

 

決算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 

 


